
＜B4 表現・制作＞リズムの組合せを試しながら音楽をつくる活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜B4 表現・制作＞ 画面上で作品の構想を練る活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

             

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽科・小学校２年・くりかえしを見つけよう～おまつりの音楽～ 
ねらい：反復を用い、リズムの組合せを工夫して「おまつりの音楽」をつくる。 
① リズムの組合せを試す音楽づくり 
・事前に教師が作成しておいた６種類の音ブロックから四つ選び、リズムの組
合せを考えて４小節の「おまつりの音楽」をつくる。「○回繰り返す」とい
う繰り返し命令を用いて、反復する部分を取り入れることを条件とする。 

・つくった音楽を再生して、思いに合っているかを確かめる。思いに合うよう
に、音ブロックを入れ替えながら何度も試す。 

② 聴き合いの場での配信・表示 
・各自のタブレットＰＣから、つくった音楽を電子黒板へ配信して表示する。
音楽の構造を可視化しながら表現への思いを伝える。 

・それぞれの反復のさせ方を比較し、違いを音で確かめる。 

期待される効果  

Scratchで繰り返し命令を使用することにより、

音楽の仕組みがもたらす面白さを感じ、思いをも

って音楽をつくることができる。演奏に自信がな

い場合でも簡単に再生できるため、思いに合うよ

うに音ブロックを入れ替え、試行錯誤しながら表

現を見直すことができる。 

また、 

使用する機能： 

ウェブブラウザ、音声再生機能、 

画面共有 

使用アプリ例： 

Scratch 等 

期待される効果 

 収集した情報を画面で共有することにより、文様の

伝統と文化についての理解を深め、作品制作への興

味・関心を高めることができる。また、画面上で構想

を練ることにより修正が容易となるため、よりよい表

現を目指して試行錯誤を重ねることができる。 

美術・中学校１年・自分の文様で手ぬぐいをつくろう 

ねらい：制作した自分の文様を用いて、手ぬぐいのデザインを考える。 

① 伝統的な文様についての情報交流 

・文様の種類や文様が使われているもの等について、インターネット

で情報を収集する。 

・共有フォルダに保存してあるワークシートに、みんなに紹介したい

文様の情報をまとめ、全体で交流する。 

② 自分で考えた文様のゴム印制作 

・自分の願いを込めた文様を考え、ゴム板に転写して彫る。 

③ 手ぬぐいのデザイン検討 

・共有フォルダに保存してある構想を練るための画面を使用し、ゴム

印制作に使用した文様の下絵を取り込んで、貼り付けや回転、塗り

つぶし等の画面操作により配置や配色等を考える。 

④ 手ぬぐいの完成 

・考えたデザインどおりにゴム印を押し、手ぬぐいを完成させる。 

使用する機能： 

画面共有、共有フォルダ 

使用アプリ例： 

ウェブブラウザ、ロイロノー 

ト・スクール、ペイント 等 
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